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第５章　各教科
第１節　　　国　　　語

 
第１　指導計画の作成

１　指導計画作成の基本的な考え方
　　国語科の目標を踏まえて作成する。（解P11）
　

２　指導計画作成の一般的な手順
　 　指導計画の作成に当たっては、各学校の実態に即した手順を考えることが大切である。ここでは、
一般的な事前の準備及び作成の手順を示す。
　

３　指導計画作成に当たっての留意すべき事項
⑴　「特別な配慮を必要とするなど課題を抱えた生徒への指導」の視点（解P140）
　 　個々の生徒によって、学習活動を行う場合に生じる困難さが異なることに留意し、個々の生徒の困
難さに応じた指導内容や指導方法を工夫すること。その際、国語科の目標や内容の趣旨、学習活動の
ねらいを踏まえ、学習内容の変更や学習活動の代替を安易に行うことがないよう留意するとともに、
生徒の学習負担や心理面にも配慮する。
⑵　「主体的・対話的で深い学び」の視点（解P136）
　 　単元など内容や時間のまとまりを見通して、その中で育む資質・能力の育成に向けて、生徒の主体
的・対話的で深い学びの実現を図る。その際、言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、
言葉の特徴や使い方などを理解し自分の思いや考えを深める学習の充実を図る。
　 　これまでの実践を踏まえ、生徒や学校の実態、指導の内容に応じ、「主体的な学び」、「対話的な学
び」、「深い学び」の視点から授業改善を図ることが重要である。
⑶　「教科等横断的」な視点（解P139）
　 　全ての教科等における学習の基盤となる資質・能力である言語能力の育成に向けて、国語科が中心
的な役割を担いながら、教科等横断的な視点から教育課程の編成を図る。
　 　指導計画の作成に当たっては、他教科等の内容の系統性や関連性を考慮する。例えば、国語科の
学習内容が外国語科等の学習に結び付くよう指導の時期を工夫すること、関連のある学習内容や言語
活動を取り上げた単元の設定を工夫することなどが考えられる。
⑷　「社会に開かれた教育課程」の視点（解P2）
　 　必要な学習内容をどのように学び、どのような資質・能力を身に付けられるようにするのかを教育
課程において明確にしながら、社会との連携及び協働によりその実現を図っていく、「社会に開かれた
教育課程」の実現を目指すことが重要である。
　 　地域や学校及び生徒の実態を国語科の立場から把握し、学校の教育目標との関連を図るようにする。

　言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で正確に理解し適切に表現する資質・能
力を次のとおり育成することを目指す。
⑴　社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができるようにする。
⑵　社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を養う。
⑶ 　言葉がもつ価値を認識するとともに，言語感覚を豊かにし，我が国の言語文化に関わり，国語を尊
重してその能力の向上を図る態度を養う。

１　指導計画作成の基本方針を明らかにし、組織、日程を決める。
２ 　指導計画作成のための事前の研究や調査をする。（「全国学力・学習状況調査」「埼玉県学力・学習状
況調査」などの調査結果を踏まえること。）
３　指導計画作成の基本となる事項を決める。
４ 　学習指導要領の国語科の目標及び内容、埼玉県教育委員会「指導の重点・努力点」の内容、各学年
の実態や生徒の発達の段階等を踏まえ、学校としての重点指導事項、各学年における重点指導事項を
決定し、指導の系統表を作成する。
５ 　各領域の配当時数や内容配分に留意し、教科書との関連を図りながら、単元の数、種類、指導時数
を決める。
６ 　単元の目標や指導の重点、既習事項との関連や評価規準を明確にし、適切な話題・題材の選定、効
果的な言語活動の組織化などに配慮した上で単元を構成する。
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⑸　「道徳教育の充実」の視点（解P141）
　 　学習活動や学習態度への配慮、教師の態度や行動による感化とともに、国語科と道徳教育との関連
を明確に意識しながら、適切な指導を行う。また、国語科の年間指導計画の作成などに際して、道徳
教育の全体計画との関連、指導の内容及び時期等に配慮し、両者が相互に効果を高め合うようにする。
⑹　各学年の内容の弾力的な指導（解P137）
　 　小学校における指導内容を考慮した上で、生徒の発達の段階や学習の状況に応じて、学習のねら
いや生徒の興味・関心を考えながら計画を立てる。その際、各学年の内容に基づきながらも、その前
の学年において初歩的な形で取り上げたり、後の学年において程度を高めて取り上げたりして指導す
ることも考えられる。また、生徒の言語能力が螺旋的に高まるよう、目標の系統性を保ちながら柔軟
かつ弾力的な運用を図り、系統化した効果的な指導がなされるよう計画を立てていくようにする。
⑺　学校図書館などの活用（解P145）
　 　学校図書館は、生徒の読書活動や生徒への読書指導の場である「読書センター」、生徒の学習活動
を支援したり授業の内容を豊かにしてその理解を深めたりする「学習センター」、生徒や教職員の情報
ニーズに対応したり生徒の情報の収集・選択・活用能力を育成したりする「情報センター」としての
機能を有している。本などの種類や配置、探し方など、小学校で学習した内容を踏まえながら、学校
図書館などを利用する目的を明確にした上で計画的に利用し、これらの機能の活用を図る。
⑻　情報機器の活用（解P144）
　 　情報化社会の進展を見据え、情報収集や情報発信の手段として、インターネットや電子辞書等の活
用、コンピュータによる発表資料の作成やプロジェクターによる提示など、コンピュータや情報通信
ネットワークを活用する機会を設ける。
⑼　〔知識及び技能〕に関する配慮事項（解P138）
　 　〔知識及び技能〕に示す事項は〔思考力、判断力、表現力等〕に示す事項の指導を通して行うこと
を基本とし、必要に応じて、特定の事項を取り上げて繰り返し指導したり、まとめて単元化して扱っ
たりすることもできる。これは、言葉の特徴やきまりなどについて、生徒の興味・関心や学習の必要
に応じ、ある程度まとまった「知識及び技能」を習得させるような指導もできることを示している。
　 　指導に当たっては、生徒が、日常の言語活動の中にある言葉の特徴やきまりなどに気付くことや、
学習したことを日常の話したり聞いたり書いたり読んだりする場面に生かすことを意識しながら学習で
きるようにする。
⑽　「Ａ話すこと・聞くこと」、「Ｂ書くこと」、書写に関する配慮事項（解P138、P139、P143）
　 　〔思考力、判断力、表現力等〕の「Ａ話すこと・聞くこと」、「Ｂ書くこと」、〔知識及び技能〕の書
写の指導においては、指導に配当する授業時数を下回らないように注意すること。
項目 学年 第１学年 第２学年 第３学年
A話すこと・聞くこと 年間15～25単位時間 年間10～20単位時間
B書くこと 年間30～40単位時間 年間20～30単位時間
書写 年間20単位時間程度 年間10単位時間程度

　 　また、「Ａ話すこと・聞くこと」では、音声言語のための教材を活用し、指導の効果を高める。さら
に、「Ｂ書くこと」では、実際に文章を書く活動を重視する。
⑾　「読書」及び「Ｃ読むこと」に関する配慮事項（解P139）
　 　読書は、国語科で育成を目指す資質・能力をより高める重要な活動の一つである。〔知識及び技能〕
の「読書」に関する事項及び〔思考力、判断力、表現力等〕の「Ｃ読むこと」の指導を通して、生徒
の読書意欲を高め、生徒が様々な文章を読んで、自分の表現に役立てられるようになるよう配慮する。
　 　また、国語科における読書の指導は、国語科以外の、学校の教育活動全体における読書の指導との
密接な連携を図っていく必要がある。他教科等における読書の指導や学校図書館における指導、全校
一斉の読書活動などとの関連を考慮した指導計画を作成する。
⑿　教材についての配慮事項（解P146）
　 　教科及び各学年の目標、〔知識及び技能〕及び〔思考力、判断力、表現力等〕に示す資質・能力を
偏りなく養うことや読書に親しむ態度の育成をねらいとして、教材を選定する。生徒の発達の段階に
即して適切な話題や題材、話や文章の種類などを調和的に選定し、特に、〔思考力、判断力、表現力
等〕においては、各領域の指導が適切に行われるよう、年間を通してバランスよく教材を配当する。
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第２　指導計画作成のための資料

　国語科の指導内容は、系統的・段階的に上の学年につながっていくとともに、螺旋的・反復的に
繰り返しながら学習し、能力の定着を図ることを基本としている。そのため、生徒の実態に応じ、
各領域の指導事項及び言語活動例を関連付けながら、重点を置くべき指導内容を明確にし、その系
統化を図っていく。実際の指導に当たっては、その趣旨を踏まえて指導の工夫をする必要がある。

１　目標及び学年の目標の系統表
⑴　中学校の国語科の目標
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⑵　学年の目標の系統表

２　〔知識及び技能〕の内容の系統表
⑴　言葉の特徴や使い方に関する事項
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⑵　情報の扱い方に関する事項
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⑶　我が国の言語文化に関する事項
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３　〔思考力，判断力，表現力等〕の内容の系統表
　 　年間指導計画の作成においては、〔知識及び技能〕に加え、〔思考力，判断力，表現力等〕の内
容（解P154～159）を確認の上、線を引くなどして学年ごとの違いを明確にする必要がある。
前後の学年の目標や指導事項に留意して各学年の指導を工夫し、基礎・基本の確実な定着が図
れるように配慮することが大切である。

（例）Ｂ　書くこと
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Ａ　話すこと・聞くこと

４　各学年の言語活動例
　 　国語で正確に理解し適切に表現する資質・能力を育成するためには、単元全体に言語活動を位置付
け、言語活動を通して指導事項を指導することが有効である。その際、言語活動そのものが目的にな
らないように、目標を達成するための手立てとして意図的・計画的に位置付けることが重要である。

※以下に示す「具体的な言語活動例」は、指導の順序性を示すものではない。各学年の実態に応じて
適切な言語活動を取り入れ、単元を構成していくことが大切である。

※これらの言語活動は例示であるため、これらの全てを行わなければならないものではなく、これ以
外の言語活動を取り上げることも考えられる。

※１単位時間の指導計画の作成においては、単元全体に位置付けた言語活動を意識する必要がある。
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Ｂ　書くこと
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Ｃ　読むこと
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５　年間指導計画例
⑴　第１学年～第３学年の「書くこと」の系統性に視点をあてた国語科年間指導計画の例
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⑵ 第１学年「読むこと」に重点をおいた国語科年間指導計画の例
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⑶ 第１学年 留意すべき事項に視点を当てた国語科年間指導計画の例（１学期） 
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